
夏の皮膚疾患について

これから、梅雨のじめじめした時期を過ぎて暑くなると、いろいろな皮膚の病気が増えてきます。代表的なものをいくつか紹介します。

（水虫）
　夏の皮膚病といえばまず水虫です。最近はテレビコマーシャル、広告などをごらんになり皮膚科を受診される患者さんもいらっしゃいます。水虫は、「白癬菌」というカビが皮膚にくっついて、皮膚の中に侵入して起こる病気です。普通に生活していても様々なところで感染の機会があります。

症状は、足の皮がむける・水ぶくれ・皮膚がかたくがさがさする、など様々です。検査を行い、正しい診断のもとに治療をすることが大切です。
予防は、
①まず、菌がつく機会をなるべく避けるためにも、水虫の人と履物は共有しないようにしましょう。
②足は毎日（石けんを使って）汚れを落とし、ゆびの間もよく洗うようにしましょう。③洗った後は、ゆびの間まで水気を拭き取り乾燥させましょう。菌は湿った環境を好むので、水気が残っていると水虫の温床になってしまいます。
④靴下・ストッキング・靴は通気性の良い清潔なものを着用し、長時間靴を履く人は時々脱いで通気をしましょう。

治療は、塗り薬が基本ですが、爪の水虫や頑固な足の水虫には飲み薬を使います。症状にあわせて、治療を行います。

（虫さされ・とびひ）
　虫さされ（虫刺症）とは、虫が刺す・咬む・触れることによる皮膚の反応で、かゆみ・かぶれなどの皮膚炎を起こします。ガの幼虫の毛が触れても起こります。塗り薬と、ひどいときは飲み薬も加えて治療をします。お子さんでは虫さされを掻きこわしたり、アトピー肌の湿疹のところを引っ掻いていると、とびひ（伝染性膿痂疹）になります。とびひは、化膿菌が皮膚にくっついて広がることで起こります。塗り薬と、菌をたたく飲み薬（抗生剤）で治療をします。
（日焼け）
　夏の紫外線は強力なので、短時間でも水ぶくれ・赤くひりひりするなど、やけどの状態になることがあります。日焼け止めを塗る・帽子をかぶる、などの紫外線防止をしっかり行いましょう。できてしまったしみ・ほくろなどの治療は皮膚科にご相談されると良いでしょう。

